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村
を
襲
っ
た

記録的豪雨甚
大
な
被
害

被害状況（８月23日現在）

○人的被害：なし　○避難者数：１名（関川小学校）、18名（村営住宅等）

○家屋被害

○農林関係

　・農地：342件　・ため池：１件　・農業用施設：186件　・林道：10路線55箇所

○道路、河川関係

国県管理　・県道大栗田越後下関停車場線　上野原橋崩落（大田沢川）

・荒川（鷹ノ巣）、大溝川（安角）、赤谷川（南赤谷）など護岸等損傷

・ＪＲ米坂線　土砂流入等による軌道損傷

村管理　　・村道関係：98件　・橋りょう：４件　・河川：41件

８月３日から降り続いた豪雨は、家屋や財産、大切な思い出を奪い
ました。
被災した皆様に心からお見舞い申し上げます。
今後、村は全力をあげて復興に取り組んで参ります。

鷹ノ巣鷹ノ巣

大規模半壊

30

中規模半壊

49

半　壊

85

準半壊

７

準半壊に
至らない

30

全　壊

２
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災 害 の 経 過

〈８月３日〉

15：20 災害警戒本部設置（第１回災害警戒本部会議）

・女川地区と高田集落に対して自主避難要請

・女川地区ふるさと会館（光兎こども館）と
　高田地区ふるさと会館を自主避難所として開設

17：00 自主避難所開設

女川地区ふるさと会館（光兎こども館）

20：27 高田地区　排水ポンプ車での排水を開始

22：15 第２回災害警戒本部会議

・川北ふれあい自然の家（旧川北小学校）を避難
所として開設

・羽越河川情報に基づく避難判断予測の分析

・喜久屋旅館右岸堤防の被災情報整理

〈８月４日〉

　1：56 大雨特別警報（土砂災害、浸水害）【発表】

　2：02 「緊急安全確保」発令　災害対策本部設置

　2：30 内須川の一部の住家周辺に土砂崩れ

　2：48 R113通行止め（坂町十文字〜山形県との県境）

　2：50 下土沢　村道法面崩壊

　2：54 土沢ふれあい自然の家（旧土沢小学校）を自主避

難所として開設（上土沢区長）

　3：06 大石川右岸　上川口地内県道通行止め

　4：25 R290（桃川峠）道路冠水

　5：25 湯蔵川土石流による氾濫

松岳寺付近一帯に急傾斜地崩壊のため土砂流入

　7：06 吹ノ沢橋通行止め

　7：10 上野原（大田沢川）橋崩落

12：00 「緊急安全確保」解除（大雨特別警報解除）

17：00 村民会館に自主避難所を開設

関川中学校・女川地区ふるさと会館・川北ふれあ

い自然の家（旧川北小学校）は閉鎖

内須川内須川

上野原（大田沢川）橋崩落上野原（大田沢川）橋崩落

高田集落冠水高田集落冠水
湯沢集落上空から湯沢集落上空から
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　災害直後から全国の皆様から多くのご支援・ご協力をいただき、誠にありがとうございます。

　村では、一刻も早く村民の日常と笑顔を取り戻すため、日々全力で取り組んでいます。

　しかし、甚大な被害に加え、新型コロナウイルス感染症対策や炎天下の作業、ボランティア不足など課

題は山積しています。

　全国の皆様からの応援を引き続きよろしくお願いいたします。

ふるさと納税　　下記サイトで受け付けています。

・さとふる　・ふるさとチョイス　・ANAのふるさと納税　・楽天ふるさと納税　・ふるなび

　また、振り込み用紙などの郵送を希望される場合は問い合わせください。

問い合わせ　役場 地域政策課 地域振興班　☎ 0254-64-1478

寄　付　金　　村が行う災害復旧や復興の財源として活用します。
　村ホームページからダウンロードできる「寄付申出書」に必要事項を記入し、郵送・FAX・メール

送信のいずれかで申し込みください。受付後、納入方法についてお知らせします。

問い合わせ　役場　会計室　☎ 0254-64-1451

義　援　金　　被災された方の生活再建のために被災者へ分配されます。

【口座名義】関川村災害義援金　関川村会計管理者

　　　　　　（セキカワムラサイガイギエンキン　セキカワムラカイケイカンリシャ）

【金融機関】 村上信用金庫 関川支店　　　【口座番号】普通 ２００６８８

第四北越銀行 坂町支店　　　　　　　　　普通 ５０３１０２８

にいがた岩船農協 関川支店　　　　　　　普通 ００７０６７７

ゆうちょ銀行　　　　　　　 　　　　　　００１４０－９－６３５９６３

問い合わせ　役場　会計室　☎ 0254-64-1451

関川村の復旧・復興を応援してください
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学校 お知らせからのからの

　６月に行った避難訓練は、土砂災害、洪水災害

を想定し、訓練後の防災学習では、村の洪水ハザ

ードマップを活用して、それぞれが住む集落での

災害への備え方を考えました。この時、これが現

実になるとは、誰も思いもしなかったはずです。

生徒は、普段の学習が現実につながっていること

を、この災害を通して実感したことと思います。

　災害発生の翌日から、自主的に村役場にボラン

ティアを申し出て活動し始めた生徒がいました。

村のボランティアセンターに行き、何日も支援活

動に当たった生

徒もいました。

職員も参加しま

した。地域支援

の一翼を担えた

でしょうか。今

【その手を誰かのために　関川中生動く】

今月は関川中学校からの紹介

回の経験を活かし、これからも、地域に貢献でき

る関川中を目指してまいります。

　９月10日には体育祭を行います。夏休みの限ら

れた日数の中、モザイク画、各軍の応援、小道具、

パネルの担当生徒は熱心に準備作業を行いました。

　今年度も感染症と

熱中症対策をとりま

す。生徒は互いに適

切な距離を保ちなが

ら、帽子着用、適度

な水分補給で、競技

に応援に全力で取り

組みます。参観者に

ついては、各家庭２名までに制限させていただき

ます。一日も早く、制限を解除して行事開催でき

る日が戻ることを願います。

　ご家庭や地域でも、ご理解とご協力を、どうぞ

よろしくお願いいたします。

関川プライド  〜何事にも思いを込めて〜
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国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

浜
に
行
き
ま
す
！

●
山
中
湖
で
の
活
動
に
参
加
し

た
感
想

　

ラ
ブ
リ
ー
山
中
湖
は
、
地
域
の

方
々
と
協
力
し
て
、
山
中
湖
を
き

れ
い
に
し
よ
う
、
も
っ
と
魅
力
を

広
げ
よ
う
と
い
う
活
動
で
す
。
自

分
自
身
地
域
の
方
と
協
力
し
て
行

う
活
動
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て

で
、
地
元
の
方
の
温
か
さ
や
、
山

中
湖
に
対
す
る
想
い
に
触
れ
、
と

て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
！

●
関
川
村
・
活
動
の
イ
メ
ー
ジ

　

関
川
村
に
は
、
８
月
の
災
害
の

救
援
隊
で
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ

り
の
魅
力
に
関
し
て
は
色
々
な
先

輩
方
か
ら
聞
い
て
い
て
、
い
つ
か

関
川
村
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
災
害
後
で

は
あ
り
ま
す
が
、
笑
顔
で
話
し
か

け
て
く
れ
る
地
域
の
方
や
、
き
れ

い
な
自
然
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

る
関
川
村
の
魅
力
に
と
て
も
惹
か

れ
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
ぜ
ひ
お

祭
り
に
訪
れ
た
い
で
す


わ
た
な
べ
し
ょ
う
ご



6広報せきかわ　2022・９月号

今月は、「マイナンバーカード申請受付強化月間」です

　国では、令和４年９月末までにマイナンバーカードを申請した方
に対して最大２万円分のポイントがもらえるキャンペーンを実施し
ています。

　普段キャッシュレス決済を使わない方でも、お買い物でよく使う
近くのお店（セブンイレブンやイオン、ウオロク、くすりのアオキなど）
のポイントとして受け取ることが可能です。

問い合わせ　役場 住民税務課 住民環境班　☎64−1471

その他、詳しくは村のホームページをご覧いただくか電話でお問い合わせください。

マイナンバーカード出張申請実施中職場や集落まで
伺います！

①希望者を募集

　職場や集落で５人以上

のグループを募集します。

※５人以下でも相談に応

じます。

②役場へ申し込み

　出張申請の申込書を役

場１階窓口へ提出します。

電話での申し込みも可能

です。

③無料で
　写真撮影・申請

　指定の場所で写真撮影

を役場職員が行い、カー

ドを申請します。

（おひとり10分程度）

④自宅で受け取り

　約１か月後…

　カードを簡易書留郵便

でお送りします。

マイナンバーカードの申請・ポイントの申し込みはお早めに！

最新情報・申し込みに
ついて詳しくはこちらから

役場でも申請のサポートをしています

お子さんがマイナンバーカードを申請した場合

【必要なもの】国から届く申請書（役場でも発行できます）
本人確認できるもの（免許証や保険証など）

【場所】役場１階住民税務課
【時間】平日の午前８時30分～午後５時15分まで
　　　　※第２・第４木曜日は午後７時まで（予約制）

ポイントは両親などの法定代理人が受け取ることができます。
この機会にマイナンバーカードを申請いただき、ポイントを受け取ってください。

　日中、役場へお越しいただくことが難しい方の自宅や企業へ職員が出向いてマイナンバーカードの
申請を受け付けます。
　通常、平日のみの実施ですが、９月末までがマイナポイントを受け取るためのカード申請期限とい
うことを受け、９月末までは平日夜間（19：00まで）や休日（8：30～17：00）も実施し
ます（予約制）。
　さらに、出張申請受付でカードを申請いただいた方に、クオカード（１,０００円分）を贈呈
します。ぜひ出張申請受付をご活用ください。

※写真撮影・申請時に書類がそろわない場合、受け取り方法が変更になることがあります。申請の流れ
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大丈夫ですか？　こころの健康
気になることがあったらご相談ください
大丈夫ですか？　こころの健康

気になることがあったらご相談ください

〜９月は新潟県自殺対策推進月間です〜

８月の豪雨により被災された方の中には、下記のようなストレス反応がみられる場合があります。
ストレス反応は大きなショックを受けた時に誰にでも起こりうる反応です。

▶さまざまなストレス反応

▶ストレスに対処するには…　こころの健康を保つために、以下のことを意識しましょう

▶こんな時は相談を

＜感情面＞

□眠れない・夜中に目が

覚める

□孤独感・罪悪感

□いらいら・怒り

＜思考面＞

□物事に集中できない

□判断力・決断力の低下

□無気力

＜行動面＞

□怒りっぽくなる

□飲酒や喫煙の増加

□生活が不規則になる

＜身体面＞

□頭痛・肩こり

□胃もたれ・下痢便秘

□息苦しさ

回復にかかる時間は人それぞれです。マイペースで、ゆっくり

元気を取りもどしましょう。

◎規則正しい生活をこころがけましょう

◎身体をリラックスさせてあげましょう

◎楽しみをみつけ、気分転換を図りましょう

◎ストレスをお酒やたばこ、ギャンブルでまぎらわすのはやめましょう

◎つらいことは１人で抱え込まず、誰かに話してきちんと受け止めてもらいましょう

上記のようなストレス反応が長引いたり、良くなったと思っても再び反応が出たりと、不調が続き

強い苦痛を感じるときは、いつでもご相談ください。

【相談窓口】

・関川村役場健康福祉課健康推進班　☎ 64−1472（平日８：30〜17：15）

・村上保健所　　　　　　　☎ 53−8369（平日８：30〜17：15）

・こころの相談ダイヤル　　☎ 0570−783−025（24時間）

・いのちの電話　　　　　　☎ 025−522−4343（24時間）
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ア
、
閉
鎖
孔
ヘ
ル
ニ
ア
と
い
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
内

臓
が
飛
び
出
す
部
位
の
違
い
で
そ

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
し
い
こ
と
は
専
門
的
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
省
略
い
た
し

ま
す
。
そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
は
長

期
間
放
置
し
て
い
て
も
大
事
に
至

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
な

か
に
は
内
臓
が
飛
び
出
し
て
元
に

戻
ら
な
く
な
る
﹁
か
ん
と
ん
﹂
と

呼
ば
れ
る
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
飛
び
出
し

た
内
臓
へ
の
血
液
の
め
ぐ
り
が
悪

く
な
り
、
腐
っ
て
し
ま
う
の
で
緊

急
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
小
児
の
ソ
ケ

イ
ヘ
ル
ニ
ア
を
除
い
て
は
、
ど
の

そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
も
自
然
に
治

る
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
治
し
て
や
る
有
効
な
飲
み
薬

や
注
射
も
無
く
、
唯
一
の
治
療
法

は
手
術
で
す
。
以
前
は
そ
け
い
部

ヘ
ル
ニ
ア
を
治
す
手
術
は
周
囲
の

筋
肉
を
縫
い
合
わ
せ
て
内
臓
が
飛

び
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

そ
の
よ
う
な
方
法
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
な
く
な
り
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
製
の
メ
ッ
シ
ュ
を
縫
い
付
け
て
、

内
臓
が
飛
び
出
る
す
き
ま
を
ふ
さ

ぐ
方
法
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
腹
腔
鏡
を
使
っ
て
手
術
を
行
う

病
院
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
坂
町
病
院
で
は
腸
や
胆
嚢
の
手

術
は
ほ
と
ん
ど
腹
腔
鏡
を
使
っ
て

の
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
の
腹

腔
鏡
手
術
は
①
全
身
麻
酔
が
必
要

で
手
術
時
間
も
長
く
な
り
、
腹
腔

鏡
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
﹁
患

者
さ
ん
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
く
な

る
﹂
と
い
う
こ
と
に
疑
問
が
あ
る

こ
と
②
か
な
り
費
用
が
か
か
る
こ

と
③
１
回
使
っ
て
捨
て
て
し
ま
う

手
術
器
具
が
多
く
、
地
球
環
境
に

優
し
く
な
い
と
い
う
理
由
で
腹
腔

鏡
手
術
は
行
わ
ず
に
以
前
か
ら
の

そ
け
い
部
を
切
る
方
法
で
の
手
術

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
坂
町
病
院
で
は
そ
け
い
部
ヘ
ル

ニ
ア
の
手
術
は
１
泊
２
日
入
院
を

し
て
も
ら
い
、
局
所
麻
酔
ま
た
は

腰
椎
麻
酔
を
か
け
て
、
そ
け
い
部

に
２
、
３

の
皮
膚
切
開
を
行
い

︵
５

程
度
切
開
す
る
病
院
が
多

い
よ
う
で
す
︶
、
40
分
程
度
で
終

わ
る
方
法
で
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
。
傷
は
抜
糸
を
し
な
く
て
も
良

い
方
法
で
縫
い
合
わ
せ
て
、
患
者

さ
ん
の
負
担
が
少
な
く
、
地
球
環

境
に
優
し
い
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

そ
け
い
部
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療

県
立
坂
町
病
院

外
科
　

冨

田

　

広

大
学
生
等
を
養
育
す
る
方
に

子
育
て
世
帯
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

大
学
生
等
を
養
育
す
る
方
に

子
育
て
世
帯
支
援
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

●
支
給
要
件

　
令
和
４
年
７
月
１
日
時
点
で
、
以
下
の
①
・
②
を
満
た
す
場
合
に
支

給
し
ま
す
。

①
大
学
又
は
専
門
学
校
等
の
学
生
で
、
在
学
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
こ
と
︵
学
生
証
、
在
学
証
明
書
等
︶
。

②
大
学
生
等
を
養
育
す
る
方
が
、
関
川
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

●
支

給

額
　
大
学
生
等
１
人
あ
た
り
３
万
円

●
支
給
方
法

　
本
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
、
村

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
役
場
健
康
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限
　
令
和
５
年
３
月
31
日

●
そ

の

他

　
高
校
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
に
は
、
既
に
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
等
を
養
育
す
る
方
も
本
給
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場 

健
康
福
祉
課 

福
祉
保
険
班

　
☎
６
４

−

１
４
７
２
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で

田
麦
堀
割
訴
訟
①
謎
の
大
事
件
と
そ
の
発
端

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


一
　
謎
の
大
訴
訟
事
件

　
私
た
ち
の
村
に
﹁
田
麦
堀
割
訴

訟
﹂
と
呼
ば
れ
る
水
争
い
の
一
大

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
文
化
三
︵
一

八
〇
六
︶
年
の
こ
と
で
す
。

　
訴
え
た
の
は
現
関
川
村
内
の
幕

府
領
十
二
ヶ
村
、
中
心
人
物
は
小

見
村
庄
屋
平
太
郎
。
相
手
は
村
上

藩
領
の
十
九
ヶ
町
村
。

　
江
戸
の
勘
定
奉
行
所
ま
で
訴
え

出
た
大
型
訴
訟
事
件
で
す
。

<

原
告
村>

朴
坂
･

高
田
･

小
和
田

･
若
山
･

平
内
新
･

桂
･

上
野
山

･
小
見
･

滝
原
･

大
島
･

上
野
新

･
新
保

<

被
告
町
村>

村
上
町
･

大
栗
田
･

中
束
･

蛇
喰
･︵

南
︶
中
･

宮
ノ
前
･

門
前
･

鋳
物
師
･

大
関
･

上
相
川
･

日
下
･

天
神
岡
･

山
辺
里
･

坪
根
･

山
屋
･

上
助
渕
･

下
助
渕
･

潟
端
･

仲
間
町

　
平
太
郎
が
こ
れ
ほ
ど
の
大
訴
訟

を
起
こ
し
た
理
由
が
は
っ
き
り
せ

ず
、
こ
れ
ま
で
、
郷
土
史
上
の
謎

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

二
　
歴
史
館
に
残
る
関
係
文
書

　
歴
史
館
に
、
こ
の
事
件
の
関
係

文
書
が
六
本
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

と
﹁
村
上
市
史
﹂･

﹁
神
林
村
誌
﹂
の

史
料
を
突
き
合
わ
せ
、
さ
ら
に
同

時
代
史
料
﹁
村
上
町
年
行
事
所
日

記
﹂
を
調
べ
た
結
果
、
こ
の
事
件

の
真
相
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
今
月
号
か
ら
、
文
書
を

一
本
ず
つ
取
上
げ
て
、
事
件
の
全

容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

三
　
田
麦
堀
割
と
は

　
田
麦
集
落
か
ら
二
キ
ロ
程
上
流

に
、
女
川
支
流
藤
沢
川
と
三
面
川

支
流
門
前
川
の
沢
が
最
も
接
近
す

る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
境

界
尾
根
を
掘
り
割
っ
て
、
藤
沢
川

の
水
を
門
前
川
へ
引
い
た
の
が
田

麦
堀
割
で
す
。

　
寛
永
十
一
︵
一
六
三
四
︶
年
、
村

上
城
主
堀
丹
後
守
が
、
村
上
城
の

御
堀
用
水
の
た
め
に
工
事
し
た
も

の
で
す
。
堀
割
の
幅
は
一
間
弱
、

取
水
し
て
い
た
の
は
藤
沢
川
の
水

の
一
部
で
し
た
。

四
　
平
太
郎
の
訴
え

　
そ
れ
か
ら
一
七
二
年
後
、
平
太

郎
が
大
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で
す
。

｢

田
麦
堀
割
が
幅
三
間
に
拡
張
さ
れ
、

藤
沢
川
の
水
が
全
て
門
前
川
へ
引

き
取
ら
れ
て
、
被
告
の
町
村
が
使

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
無
法
だ
、
埋

め
戻
せ
。｣

　
被
告
の
町
村
は
言
い
返
し
ま
す
。

｢

自
分
た
ち
が
使
っ
て
い
る
の
は
門

前
川
の
水
で
、
田
麦
堀
割
に
は
関

係
な
い
。
拡
張
な
ど
し
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
、
藤
沢
川
か
ら
は
遠
い

土
地
の
者
た
ち
が
、
何
で
そ
ん
な

言
い
が
か
り
を
つ
け
て
く
る
の
だ
。

ゆ
す
り
た
か
り
の
つ
も
り
だ
ろ
う｣

と
、
平
太
郎
を
非
難
し
ま
す
。

五
　
事
件
の
真
相

　
事
件
の
真
相
は
こ
う
で
す
。
平

太
郎
の
訴
え
た
堀
割
の
拡
張
は
事

実
で
、
無
法
工
事
の
真
犯
人
は
村

上
藩
。

　
幕
府
領
の
川
水
を
無
断
で
引
き

ほ
り
た
ん
ご
の
か
み

い
り
あ
い

か
ん
よ
う
り
ん

取
っ
た
の
で
す
か
ら
、
藩
と
し
て

も
都
合
が
悪
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

被
告
の
町
村
を
裏
で
操
っ
て
、
知

ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
の
一
点
張
り
。
皆
で

現
地
確
認
ま
で
し
て
い
る
と
い
う

の
に
で
す
。
藩
に
は
誰
も
逆
ら
え

な
い
、
長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
よ
、

身
分
制
度
の
暗
部
で
す
。

　
平
太
郎
に
し
て
も
、
直
接
、
藩

を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、

仕
方
な
く
十
九
町
村
を
巻
き
込
ん

だ
の
で
す
。

六
　
事
件
の
発
端
文
書

　
さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

こ
の
訴
訟
事
件
の
発
端
と
な
っ
た

文
書
で
す
︵
写
真
︶
。

　
訴
訟
の
一
年
前
、
文
化
二
︵
一
八

〇
五
︶
年
、
十
五
ヶ
村
の
庄
屋
が

連
名
押
印
し
た
確
認
文
書
で
す
。

内
容
の
概
要
は
次
の
通
り
。

﹁
大
栗
田
村
が
、
私
た
ち
の
入
会

林
で
あ
る
光
兎
山
の
周
り
で
、
勝

手
に
木
を
伐
り
、
里
へ
売
り
出
し

て
い
て
、
一
向
に
や
め
な
い
。
そ

れ
で
今
後
、
小
見
村
庄
屋
平
太
郎

と
上
野
山
村
庄
屋
久
兵
衛
を
代
表

に
し
て
大
栗
田
村
を
訴
え
る
こ
と

で
相
談
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
の
こ

と
に
、
一
同
異
論
は
全
く
な
い
。
﹂

　
十
五
ヶ
村
は
、
滝
原
・
上
野
山
・

小
見
・
高
田
・
平
内
新
・
桂
・
朴
坂

・
上
野
新
・
新
保
・
若
山
・
小
和
田

・
中
束
・
蛇
喰
･︵

南
︶
中
・
宮
ノ
前

︵
中
束
以
下
の
四
ヶ
村
は
後
で
被

告
側
に
回
さ
れ
ま
す
。︶

七
　
平
太
郎
の
も
く
ろ
み

　
実
は
こ
の
時
、
大
栗
田
村
は
拡

張
し
た
堀
割
の
水
を
使
っ
て
、
無

断
伐
採
の
木
を
里
へ
流
し
て
い
ま

し
た
。

　
平
太
郎
に
は
そ
れ
も
分
か
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
は

一
切
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
。

　
後
に
裁
判
の
過
程
で
分
か
る
の

で
す
が
、
藤
沢
川
の
上
流
は
自
分

た
ち
の
入
会
地
で
用
水
涵
養
林
で

あ
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
る
の
が
、

こ
の
時
点
で
の
目
的
だ
っ
た
の
で

す
。

　
こ
れ
で
、
藤
沢
川
の
水
は
自
分

た
ち
の
も
の
だ
と
主
張
で
き
る
根

拠
が
で
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
裁

判
闘
争
に
突
入
で
す
。
続
き
は
次

回︿
原
文
と
解
説
は
歴
史
館
に
展
示
﹀
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村内の被害状況を撮影して回りましたが、
被害の大きさにとてもショックを受けまし
た。今回の豪雨で被災された皆様に心から
お見舞い申し上げます。
▶被災した地域での撮影に気が引けていま
したが、「記録に残すことは大切だ」と多く
の方に励ましていただき、今月号を発行す
ることができました。被災し、不安な気持
ちでいっぱいの中にもかかわらず、いつも
のように優しく声をかけてくださった皆様
のおかげです。ありがとうございました。

（み）

編集室から

●７月16日〜８月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

伊藤マスミ　さん　 102歳　　下　関

古川キクエ　さん　　91歳　　高　瀬

須貝　　等　さん　　83歳　　高　瀬

佐藤スミイ　さん　　95歳　　朴　坂

近　　チセ　さん　　95歳　　大　島

大塚　ミイ　さん　　98歳　　片　貝

本間マサキ　さん　 100歳　　安　角

石山　甚一　さん　　81歳　　朴　坂

松坂　五郎　さん　　93歳　　小和田

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に

お申し出ください。

す え な が く お 幸 せ に
　佐　藤　　　翼　さん　　 朴　坂

（近　藤）紗由里　さん　（新発田市）

（　　　　　　　　）

令和４年７月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,862世帯（−１）
総 人 口　　5,070 人（−８）
　 男 　　　2,448 人（−２）
　 女 　　　2,622 人（−６）

転入　３人　　転出　６人

出生　１人　　死亡　６人

人 の 動 き

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

お誕生おめでとうございます
怜　音ちゃん（男）　下土沢

　　　　　　　富樫　直希・優華 さん

れ　　 お

３歳児  むし歯０本
（ピッカピカ賞）該当者

集落 氏　　　名

下関

下関

鮖谷

松平

高田

本　間　匠　真　くん

佐　藤　陸　翔　くん

川　又　一　華　ちゃん

渡　邉　涼　花　ちゃん

須　貝　ちはる　ちゃん

しょう　　ま

りく　　 と

いち　　 か

すず　 　か

　令和４年７月５日に行われた３歳児健診で、むし歯が１本

もなかった子どもたちに「ピッカピカ賞」が贈られました。

※順不同

基本枠（縦4.5㎝×横9㎝）

1回 村内業者 4,000円
1回 村外業者 6,000円
申し込み・お問い合わせは
総務課　0254－64－1476

広報せきかわに
掲載する
広告募集中！

今だからこそ載せたい
広告、ありませんか？
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発
行
／
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村

編
集
／
総
　
務
　
課

８月豪雨に関する情報の発信について
　村では、８月豪雨に関する情報を随時発信しています。
　特に、村ホームページと防災メール、LINEは常に最新の情報を発信して
います。
　この機会に防災メールとLINEの登録をお願いします。

村民の皆さまへ

アドレス http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

問い合わせ先　 関川村役場 総務課 総務班　 TEL 0254−64−1476

カメラでQRコードを読み取ると
関川村のホームページが表示さ
れます

①下記アドレスまたは右記QRコードを読み取り、
空メールを送信します。
　　sekikawa@y.bmd.jp
②登録用URLが記載されたメールが届きます。

③届いたメールに記載されたURLから、必要事項の入力画面に進み、登録を完了し
てください。※登録は無料です（通信料は自己負担となります）

LINEアプリを
インストール

カメラでQR
コードを読み
取る

友だち追加を
タップして
登録完了

❶ 関川村ホームページ

❷ 防災メール

❸ ＬＩＮＥ


